
▽
期
日
　
４
月
８
日
㈯
︵
雨
天
中

　
止
︶

▽
集
合
･

解
散
場
所
・
時
間
　
東
秋

　
留
駅
、
午
前
８
時
45
分
集
合
、
午

　
後
３
時
解
散

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
費
用
　
無
料

▽
定
員
　
50
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
飲
み
物
、

　
雨
具
、
敷
き
物
、
歩
き
や
す
い
服

　
装
・
靴

▽
コ
ー
ス
　
東
秋
留
駅
↓
福
生
南
公

　
園
↓
拝
島
橋
↓
滝
山
公
園
・
滝
山

　
城
址
︵
昼
食
︶
↓
東
秋
川
橋
↓
東

　
秋
留
駅
︵
約
12
キ
ロ
　
︶

　
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
生
活

の
信
条
や
地
域
で
の
人
々
と
の
交
流

な
ど
を
通
し
て
、
あ
き
る
野
市
の
良

さ
を
再
発
見
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
23
日
㈭
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　

　●

講
演
…
歩
き
つ
な
い
で
日
本
列
島

　
横
断
　
﹁
百
尺
の
竿
頭
に
一
歩
を

　
進
む
﹂
〜
甲
州
道
と
千
国
街
道
・

　
塩
の
道
を
歩
く
〜 

▽
講
師
　
山
﨑
常
雄
さ
ん
︵
日
本
ボ

　
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
あ
き
る
野
第
１
団

　
育
成
会
長
、
N
E
A
L
自
然
体
験

　
活
動
総
括
指
導
者
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
60
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
か
直
接
窓
口

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

▽
そ
の
他

　●

当
日
、
天
候
不
良
の
場
合
は
、
午

　
前
７
時
に
開
催
の
有
無
を
決
定
し

　
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　●

コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　
郷
土
の
恵
み
の
森
づ
く
り
と
し
て

地
域
と
協
働
で
整
備
し
た
道
を
歩
き

ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
８
日
㈯
　
午
前
８
時

　
35
分
集
合
、
午
後
２
時
ご
ろ
解
散

※
雨
天
中
止

▽
集
合
・
解
散
場
所
　
武
蔵
増
戸
駅

　
集
合
、
武
蔵
五
日
市
駅
解
散

▽
内
容
　
人
の
暮
ら
し
と
自
然
が
交

　
じ
り
合
う
里
山
を
野
生
動
物
の
痕

　
跡
と
八
百
万
の
神
を
探
し
な
が
ら

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
と

地
域
貢
献
を
奨
励
・
支
援
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
高
齢
者

が
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
、
介
護
支
援
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
き
が
い
を
求
め
て
い
る
方
、
社

会
参
加
活
動
で
自
ら
の
健
康
を
維
持

し
た
い
方
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機

会
に
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
た
方
が
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
１
時
間
に
つ

き
１
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
ま
す
︵
１

日
２
ス
タ
ン
プ
ま
で
︶
。
翌
年
度
に

申
請
す
る
こ
と
で
、
た
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
10
ポ
イ
ン
ト
当
た
り
千
円
の

交
付
金
に
換
金
で
き
ま
す
︵
各
年
度

の
換
金
限
度
額
は
５
千
円
︶
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
保
険

　
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
︵
直

　
通
５
５
８
・
１
２
６
２
︶

　
登
り
ま
す
。
短
い
ル
ー
ト
な
が
ら

　
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
山
道
で
す

　
︵
山
歩
き
は
約
３
時
間
30
分
︶
。

▽
解
説
　
加
瀬
澤
恭
子
︵
森
林
レ
ン

　
ジ
ャ
ー
あ
き
る
野
︶

▽
対
象
　
中
学
生
以
上

▽
定
員
　
15
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
き

　
物
︵
昼
食
時
必
要
あ
れ
ば
︶
、
タ

　
オ
ル
、
カ
ッ
パ
な
ど

※
山
を
歩
く
靴
と
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

▽
費
用
　
無
料
︵
集
合
場
所
ま
で
の

　
交
通
費
な
ど
は
自
己
負
担
︶

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
５
日
㈬
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
︵
☎
５
９
５
・

　
１
１
２
０
︶

　
第
１
号
被
保
険
者
︵
65
歳
以
上
の

　
方
︶
で
要
介
護
認
定
や
要
支
援
認

　
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
活
動
に
当
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
活
動
方
法
　
希
望
す
る
日
時
、
場

　
所
、
活
動
内
容
に
よ
り
、
あ
き
る

　
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
調
整
し

　
ま
す
。

▽
受
入
機
関
　
市
内
介
護
老
人
福
祉

　
施
設
︵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︶

　
の
13
施
設
と
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設

▽
申
込
み
　
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
︵
☎
５
９
５
・
９
０
３

　
３
︶

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　
支
援
係

　
泳
ぎ
方
や
水
中
で
行
う
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
有
効
的
な

方
法
な
ど
、
水
に
関
す
る
こ
と
を
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
水
に
慣

れ
親
し
み
た
い
お
子
さ
ん
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
26
日
㈰
・
27
日
㈪
・

　
29
日
㈬
・
30
日
㈭
・
31
日
㈮
　
午

　
前
10
時
〜
午
後
６
時
︵
１
組
30
分

　
程
度
︶

※
31
日
は
、
正
午
〜
午
後
６
時

▽
対
象
　
小
学
生
以
上

※
小
学
校
１
年
生
〜
３
年
生
は
、
16

　
歳
以
上
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

▽
料
金
　
無
料
︵
施
設
使
用
料
は
別

　
途
必
要
︶

▽
そ
の
他
　
男
性
か
女
性
の
指
導
員

　
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
当
日
、
水
着
リ
フ

　
レ
ッ
シ
ュ
ゾ
ー
ン
受
付
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
も
可
能
で

　
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

※
複
数
名
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
︵
☎
５
５
８
・
３
３
４
４
︶

※
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
︵h

ttp
://ta

m
a
-s

p
o
.c

o
m

/a

　k
iru

n
o
/

︶
で
ご
案
内
し
て
い
ま

　
す
。

▽
営
業
時
間
　
４
月
１
日
㈯
か
ら
、

　
営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　●

時
間
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

　
︵
最
終
遊
泳
時
間
午
後
８
時
50
分
︶

▽
日
時
　
４
月
〜
11
月
の
第
３
土
曜

　
日
、
12
月
の
第
２
土
曜
日
︵
７
月

　
・
８
月
を
除
く
全
７
回
︶
　
午
後

　
２
時
〜
２
時
50
分
　

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
中
学
生
か
ら
20
歳
ま
で
の
方
で

　
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
定
員
　
12
組
︵
介
添
者
の
参
加
が

　
必
要
で
す
︶

▽
費
用
　
無
料

　
あ
き
る
野
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
１
７
９
点
か
ら
選
ば

れ
た
入
賞
作
品
48
点
を
展
示
し
ま

す
。

▽
日
時
　
３
月
27
日
㈪
〜
31
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
分
︵
27
日
は
午
前
11
時
か
ら
、

　
31
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
︶

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ホ
ー
ル

▽
主
催
　
第
５
回
あ
き
る
野
フ
ォ

　
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
、

　
市
教
育
委
員
会

▽
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
︵
☎
５

　
５
９
・
１
２
２
１
︶

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
８
日
㈯
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
教

　
室
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

　
︵
フ
リ
ガ
ナ
︶
、
年
齢
、
電
話
番

　
号
を
記
入
の
上
、
送
付
す
る
か
直

　
接
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
︵
返

　
信
用
表
面
に
も
必
ず
返
信
先
を
記

　
入
︶
。

▽
送
付
先
住
所
　
〒
１
９
７
ー
０
８

　
１
１
　
原
小
宮
３
５
３
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春
の
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

水
着
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゾ
ー
ン

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
無
料
個
人
レ
ッ
ス
ン
」

市
民
大
学
　
あ
き
る
野

「
こ
だ
わ
り
人
発
見
　
そ
の
１
」

生
き
が
い
　
や
り
が
い
　
支
え
あ
い

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー

あ
き
る
野
ツ
ア
ー
・

　
野
生
動
物
の
痕
跡
と

　
　
　
　
八
百
万
の
神
を
探
す

　
ー
協
働
の
道
・

　
　
　
　
網
代
か
ら
高
尾
へ
ー

や
お
ろ
ず

第
５
回
あ
き
る
野

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
特
別
展

市
民
プ
ー
ル

申
込
み
・
問
合
せ

☎
５
５
０
・
１
７
１
１

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
「冬のスター☆フユイチゴ」「冬のスター☆フユイチゴ」

フユイチゴの実が何者かに食べられ、
ヘタだけが残っている

（71）

　春の訪れの時季ですが、冬の森
を今年も賑わせたフユイチゴの話
です。
　フユイチゴはその名のとおり冬
に実をつけるキイチゴの仲間です。
他のキイチゴの実が終わった頃、
小さな白い花が咲き、冬に赤い実
をつけ、食べることができます。
　私が初めてフユイチゴを食べた
とき、初夏に実をつけるクマイチ
ゴやモミジイチゴの味を思い浮か
べ期待しながら食べたためか、未
熟な実を口に運んだためか、その
味にがっかりしたことを覚えてい
ます。
　一方、冬の野生動物には人気
で、種子がいっぱい詰まったフン
を見つけることができます。しか
し、毎年同じように実が食べ尽く
されている訳ではありません。そ
んなフユイチゴですが、今年は久
しぶりに食べてみたくなりました
が、どこを歩いても食べ跡ばかり
で実を見つけることはできません
でした。今年は、特に野生動物に
とって人気（重要）な食料だった
ようです。
　１月のコレンジャー活動は、４
年前に作った「動物のレストラ
ン」へ行きました。そこは、冬の
野生動物に利用されるフユイチゴ
やミヤマフユイチゴ、ジャノヒ
ゲ、ヤブランを移植し、毎夏にコ

レンジャーと管理し育てている場
所です。針葉樹の森の林床で日当
たり良好とはいえませんが、徐々
に広がり夏にはつぼみをつけてく
れていましたが、食べ跡だらけで
した。「動物のレストラン」が利
用されていたことや、植えた訳で
はないクリやサンショウ、モミジ
イチゴが成長していたことも、子
どもたちと確認できました。
　フユイチゴは、種子から芽を出
すだけでなく地面をはうように伸
びた茎から根を下ろし、群落を広
げるといった２つの方法で繁殖し
ます。針葉樹の森でも間伐や枝打
ちによって林床に少しでも日が入
ると群落がつくられることがある
ので、色彩の乏しい冬の森に赤く
輝くフユイチゴが実る小さな果樹
園のような場所に出会えるかもし
れません。（加瀬澤）

（以下は広告枠です）

メ
ー

ト
ル

障
が
い
者
水
泳
教
室

ち
く
に


